
こうとう区報でご案内しているイベント等は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または変更される場合があり
ます。詳細はホームページをご確認いただくか主催者へ直接お問い合わせください。
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　鼻をかんだティッシュや使用したマスク等は
ビニール袋等に入れ、口をしっかり結ぶなど密
封したうえで、透明か半透明の袋に入れて燃や
すごみの日にお出しください。
　また、ごみを捨てた後は石けんを使って、流
水で手をよく洗いましょう。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、資源回収・ごみ
収集に影響が出た場合、収集時間が通常時と比べ前後す
る可能性があります。資源・ごみは必ず朝8時までにお出
しいただきますようお願いします。
問▢ 清掃事務所☎3644-6216、℻3699-9520、
　　清掃リサイクル課☎3647-9181、℻5617-5737

［マスクなどは密封して出しましょう！］ ［資源・ごみは必ず朝8時までにお出しください］

　4月20日、「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」が閣議決定され、感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家
計への支援を行うため、特別定額給付金事業が実施されることになりました。区では、緊急経済対策の趣旨を踏まえ、早急な給付に向
けた準備を進めています。受付および給付開始時期など具体的な実施方法等が決まりましたら、改めてお知らせしますので、しばらく
お待ちくださいますよう、ご理解とご協力をお願いします 問▢ 総務課総務係☎3647-4020、℻3699-8773

総務省ではコールセンターを設置しています。
コールセンター（総務省専用ダイヤル）☎5638-5855（9：00～18：30※土・日曜、祝日を除く）

今
号
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
4
月
22
日
時
点
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
後
こ
う
と
う

区
報
の
配
布
に
遅
れ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染予防対策のごみの出し方 ～自分を守ろう、大切な人を守ろう～

特別定額給付金について（4月22日時点）

施
設
の
開
館
状
況
等
は

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
区
で
は
、
国
お
よ
び
東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
、
5
月
6
日（
水
・
休
）ま
で
の
間
、
施
設
を
一
部
休

止
・
業
務
縮
小
し
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
期
間
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

気を緩めず引き続きご協力を

事業の概要［給付対象者および受給権者］○給付対象者は、基準日（令和2年4月27日）において、住民基本台帳に記録されている方○受
給権者は、その者の属する世帯の世帯主の方［給付額］給付対象者1人につき10万円

［申請方法］郵送申請方式と、オンライン申請方式（マイナンバーカード所持者が利用可能）を基本としますが、やむを得ない事情があ
る場合に限り、窓口での申請が可能［給付方法］原則として申請者（世帯主）の本人名義の銀行口座への振込み

江東区では、給付金にかかるご案内や申請書等の発送は準備段階であり、現在、行っていません。
区からお知らせがあるまで、不審な電話や郵便物にはご注意ください。

※ 東京都新型コロナウイルス感染症
対策本部の報告による

筋トレやヨガは自宅で動画を活用
ビデオ通話によるオンライン帰省

飲食は持ち帰りや
宅配を利用

ジョギングは少人数で、
公園はすいた時間・
場所を選ぶ

スーパーでの買い物は、
1人または少人数で、
すいている時間に

飲み会はオンラインで
待てる買い物は通販で 診療は遠隔診療

仕事は在宅勤務

会話はマスクをつけて

人との接触を8割減らす10のポイント
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https://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

メールで確認 こうとう安全安心メールに事前登録しておく(｢防災無線の放送内容｣を選択) ケーブルテレビで確認 ①防災行政無線の放送中にコミュ
ニティチャンネル(デジタル11ch)にあわせる②画面に｢防災行政無線をテレビで聞く→黄｣の表示が出たら、テレビのリモコンの黄色ボタンを押す(聞
き逃した場合)①コミュニティチャンネルにあわせる②テレビのリモコンでdボタンを押す③｢防犯・防災｣を選択④｢こうとう安全安心メール｣を選択

防災行政無線の放送
内容を確認する方法

▲こうとう安全
安心メール
二次元コード

①防災行政無線放送(欄外の方法でも確認できます)

②こうとう安全安心メール※登録者のみ。

③区ホームページ

④ツイッター[防災関連情報]@koto_bosai

[江東区政全般]@city_koto

⑤フェイスブック(@city.koto)

⑥一斉情報配信システム(災害協力隊や消防団等に配備)

⑦ケーブルテレビ(デジタル11ch)(契約者のみ)

⑧コミュニティFM(88.5MHz)

※緊急速報メール(エリアメール)・Yahoo！防災速報に

よる試験実施はありません。

[情報伝達試験時に体験できる主な情報取得方法]

�
月

日︵
水
︶に
︑
今
年
度
�
回

20

目
と
な
る
﹁
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︵
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
︶﹂
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
︒
こ

の
試
験
は
︑
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
自
動
連

係
し
て
い
る
機
器
を
実
際
に
動
か
し

て
動
作
確
認
を
行
う
全
国
的
な
試
験

で
︑
今
年
度
は
�
回
行
う
予
定
で
す
︒

ま
た
﹁
複
数
手
段
で
の
情
報
取
得

方
法
の
確
認
﹂
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
目
的
で
︑
区
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と

の
自
動
連
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

下
表
の
方
法
で
試
験
を
実
施
し
ま
す
︒

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
に
は
︑

事
前
に
正
確
な
情
報
源
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
有
効
で
す
︒

こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

の
情
報
取
得
を
お
試
し
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日︵
水
︶午
前

時
ご
ろ

20

11

﹇
放
送
内
容
﹈

︵
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
︶

こ
れ
は
︑
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
︵
※
�

回
︶

こ
ち
ら
は
︑
防
災
江
東

で
す
︒

︵
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
︶

※
全
国
的
な
試
験
の
た

め
︑
国
内
の
災
害
等
の

状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
︒

﹇
今
年
度
の
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
日
﹈

第
�

回
：

月
�

日

10

︵
水
︶

第
�
回
：
令
和
�
年
�

月

日︵
水
︶

17

﹇
こ
う
と
う
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
登

録
方
法
﹈

①
a
n
s
h
in
.k
o
to
-c
ity
@
ra
id
e
n
.

k
ta
iw
o
rk
.jp
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

︵
こ
の
ア
ド
レ
ス
は
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
で
呼
び
出
せ
ま
す
︶

②
登
録
確
認
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
︑

メ
ー
ル
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
︑

配
信
を
希
望
す
る
情
報
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入
力

※
夜
間
等
も
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
︒

▢問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
!
�
"
�

℻

(
�
�
�
�
)
!
�
�
�

Ｄ
Ｖ
︵
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
︶
は
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
︑

親
密
な
関
係
に
あ
る
人
に
対
し
て
行

う
暴
力
の
こ
と
で
す
︒
ま
た
︑
暴
力

と
は
︑
殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的

な
も
の
に
限
ら
ず
︑
精
神
的
・
経
済

的
な
行
為
も
含
ま
れ
ま
す
︵
別
表
の

と
お
り
︶︒
区
で
は
︑
女
性
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
︑
電

話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
Ｄ
Ｖ
被

害
を
は
じ
め
︑
生
き
方
︑
パ
ー
ト
ナ

ー
・
家
族
の
問
題
︑
職
場
の
人
間
関

係
な
ど
女
性
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
︑
女
性
専

門
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
︒

﹁
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
﹂
と
い
う
場
合
も
含
め
︑

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

※
東
京
都
な
ど
他
の
機
関
で
も
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
︒
詳
細
は
︑

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢時
月
～
土
曜
︵
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
︶
午
前
!
時
～
午
後
�
時
※

木
曜
は
午
後
"
時
ま
で

▢申
電
話
で
女
性
の
な
や
み
と
Ｄ
Ｖ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
(
�
�
�
�
)
!
�
�
�

▢問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
"
�
)
#
�
�
�

℻

(
�
�
"
�
)
#
�
�
#

自分の思い通りにならないと、不機嫌になる

DVに該当する行為の例

精
神
的
暴
力

一方的に自分本位で物事を決める
あなたをダメな人間だと思わせる

あなたの名義で借金をさせる
浪費・借金をする

見下したり、人格を否定することを言う

ひどい嫉妬をして、あなたを責める
事実をねじ曲げて矮

わい

小化して、混乱させる

無視する

自分の失敗やさまざまな問題を、あなたの
せいにする

何時間も説教し、眠らせない

あなたが実家に行くことや、友達に会うこ
とを嫌がる

｢自殺する｣と脅す
ふた言目には、｢離婚だ｣と言う(脅し)
大切にしているものを壊す

避妊に協力しない

性行為を強要する性
的
暴
力

家の財産を知らせない
出費を細かくチェックする
必要な額の生活費を渡さない

経
済
的
暴
力

性的な映像を見せる

仕事を辞めさせない・仕事を辞めるように
言う

令
和
�
年
�
月
�
日
現
在
で
︑
全

国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
︒
こ
の
調
査
は
︑
我
が
国
の
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒
調
査
結
果

は
︑
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
︑
ま
た
︑
学
術
研
究
︑
市
場

予
測
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
︒
調
査
は
従
業
者

�
人
以
上
の
製
造
業
の
事
業
所
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
︒
た
だ
し
︑
規
模

を
把
握
す
る
た
め
︑
す
べ
て
の
製
造

業
事
業
所
に
対
し
て
︑
事
業
所
名
や

従
業
者
数
な
ど
の
確
認
に
伺
い
ま
す
︒

�
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
対
象

の
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
︑
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
調
査
方
法
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
︒

▢問
地
域
振
興
課
統
計
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
!
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
"
�
�
�

国
民
年
金
は
︑
日
本
国
内
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

20

60

が
加
入
し
ま
す
︒
次
に
該
当
す
る
方

は
︑
区
民
課
年
金
係
︵
区
役
所
隣
防

災
セ
ン
タ
ー
�
階

番
︶︑
豊
洲
特

20

別
出
張
所
・
各
出
張
所
ま
た
は
江
東

年
金
事
務
所
に
加
入
の
届
出
︵
江
東

年
金
事
務
所
・
区
民
課
年
金
係
へ
の

郵
送
可
︶
が
必
要
で
す
︒

①
会
社
を
退
職
し
た
と
き
︵
厚
生
年

金
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
︶

②
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
が
扶
養
か
ら
外

れ
た
と
き

③
外
国
か
ら
転
入
し
た
と
き

④
外
国
へ
転
出
し
た
と
き
︵
任
意
加

入
︶
※
区
民
課
年
金
係
ま
た
は
江

東
年
金
事
務
所
の
み
受
付

⑤
年
金
に
一
度
も
加
入
し
た
こ
と
が

な
い

歳
以
上
の
方
が
国
民
年
金

20

に
加
入
す
る
と
き

※
①
②
の
届
出
は
︑
退
職
日
ま
た
は

扶
養
削
除
日
を
確
認
で
き
る
書
類
が

必
要
で
す
︒
⑤
以
外
の
届
出
は
︑
年

金
手
帳
等
の
基
礎
年
金
番
号
が
記
載

さ
れ
た
書
類
が
必
要
で
す
︒
こ
の
他

の
必
要
添
付
書
類
や
郵
送
で
の
お
手

続
き
な
ど
は
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
︑
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑
厚
生
年
金
等
に

加
入
す
る
と
き
や
厚
生
年
金
等
に
加

入
す
る
配
偶
者
の
扶
養
に
な
る
と
き

は
勤
務
先
等
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

届
出
を
忘
れ
る
と
︑
将
来
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

﹇
厚
生
年
金
や
配
偶
者
の
扶
養
に
な

る
時
の
問
合
先
﹈江
東
年
金
事
務
所

︵
亀
戸
�
︱

︱

!
︶

16☎
(
�
�
"
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
"
�
)
�
�
�
!

▢問
区
民
課
年
金
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
!
�
�
�

江
東
区
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
場
合
ま
た
は
発
熱
等
の

症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合

に
︑
そ
の
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
︵
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
限

る
︶︑
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
︒

※
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
︑
申
請

が
必
要
で
す
︒
申
請
を
希
望
す
る
場

合
は
︑
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
者
﹈次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方○
江
東
区
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

○
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
た

め
労
務
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
方

○
そ
の
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
に

つ
い
て
︑
給
与
の
全
額
ま
た
は
一

部
が
支
給
さ
れ
な
い
方

﹇
支
給
期
間
﹈

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
�
日
を
経

過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
期
間

※
個
人
事
業
主
の
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
︒

※
申
請
に
は
医
療
機
関
や
事
業
主
か

ら
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

﹇
支
給
額
﹈

︵
直
近
の
継
続
し
た
�
か
月
間
の
給

与
収
入
の
合
計
額
を
就
労
日
数
で
除

し
た
金
額
︶
×
�
／
�
×
日
数
︵
支

給
対
象
と
な
る
日
数
︶

※
一
日
あ
た
り
の
支
給
額
に
上
限
が

あ
り
ま
す
︒

﹇
適
用
期
間
﹈

令
和
�
年
�
月
�
日
か
ら
!
月
30

日
の
間
で
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
︵
た
だ
し
︑

入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
最
長
�

年
�
か
月
ま
で
︶

申
請
書
等
の
書
式
は
︑
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
︒▢問

医
療
保
険
課
保
険
給
付
係
︵
区

役
所
�
階
�
番
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
"

℻

(
�
�
�
�
)
"
�
�
�
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

�
月
か
ら
�
月
に
か
け
て
︑
日
差

し
が
強
く
て
気
温
が
高
く
︑
風
の
弱

い
日
は
﹁
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
﹂
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
︒

自
動
車
や
工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
揮
発
性
有
機
化
合

物
が
︑
太
陽
の
紫
外
線
と
光
化
学
反

応
を
起
こ
し
︑
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
を
発
生
さ
せ
ま
す
︒
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
と
は
︑
こ
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
が
空
中
に
滞
留
し
て
白
く
モ
ヤ

が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
る
現
象
で
す
︒

高
濃
度
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

は
︑
目
や
の
ど
の
粘
膜
を
刺
激
す
る

の
で
︑
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
︑
の
ど

が
痛
い
等
の
健
康
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

区
は
︑
都
に
よ
る
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
注
意
報
等
の
発
令
時
に
は
︑
保
育

園
︑
小
・
中
学
校
お
よ
び
出
張
所
等

に
表
示
板
を
掲
示
し
︑
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
︒

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

○
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い

○
屋
外
で
の
運
動
は
ひ
か
え
る

○
自
動
車
の
使
用
は
ひ
か
え
る

○
目
ま
た
は
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

と
き
は
︑
水
道
水
で
洗
眼
ま
た
は

う
が
い
を
す
る

健
康
被
害
を
受
け
た
ら

最
寄
り
の
保
健
所
等
に
連
絡
・
相

談
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
月
～
金
曜
の
午
前
�

時
半
～
午
後

�

時
﹈

○
江
東
区
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

℻

(
�
�
�


)
�
�
�
�

○
城
東
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
�
)
�




�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�


�

○
深
川
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)






�

○
深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(


�
�


)




�
�

℻

(


�
�


)




�



○
城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(


�
�
�
)


�
�
�

℻

(


�
�
�
)


�
�
�

﹇
そ
の
他
の
時
間
帯
﹈

○
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
(




�


)
�
�
�
�

℻

(




�


)
�
�
�
�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
・

解
除
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

東
京
都
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ



月
�
日︵
木
︶か
ら
﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
﹂
で
特
別
区

民
税
・
都
民
税︵
普
通
徴
収
︶と
軽
自

動
車
税︵
種
別
割
︶の
納
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
︒
納
付
方
法
は
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ

さ
い
︒

﹇
ご
利
用
の
際
の
注
意
点
﹈

○
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が

あ
り
︑
�
枚
あ
た
り

万
円
以
下

30

が
対
象
で
す
︒

○
窓
口
で
﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
﹂

の
バ
ー
コ
ー
ド
や
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
の
お
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
︒

○
通
信
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
︒

ご
自
身
に
合
わ
せ
た
納
付
方
法
を

そ
の
ほ
か
に
も
次
の
納
付
方
法
が

あ
り
ま
す
︒

﹇
窓
口
納
付
﹈

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

○
金
融
機
関
︑
郵
便
局

○
納
税
課
︵
区
役
所


階
�
番
︶

○
各
出
張
所

﹇
Ａ
Ｔ
Ｍ
﹈

○
金
融
機
関
の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
Ａ
Ｔ

Ｍ
※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
設

置
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
︒

﹇
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
﹈

○
ペ
イ
ジ
ー
に
対
応
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

○
ヤ
フ
ー
公
金
支
払
い
サ
イ
ト
か
ら

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

○
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

納
め
忘
れ
の
防
止
や
手
間
の
か
か

ら
な
い
︑
便
利
な
口
座
振
替
を

令
和


年
度
第
�
期
分
︵
�
月
30

日
︵
火
︶
納
期
限
︶
か
ら
の
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

○
口
座
振
替
依
頼
書
で
の
申
込

▢締


月

日
︵
水
︶

20

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
口
座
振

替
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
︒

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
申
込

▢締
�
月

日
︵
水
︶

10

次
の
提
携
し
て
い
る
銀
行
等
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
納
税
課
︵
区
役

所


階
�
番
︶︑
各
出
張
所
の
窓
口

に
持
参
し
て
ご
登
録
く
だ
さ
い
︵
生

体
認
証
カ
ー
ド
な
ど
一
部
ご
利
用
で

き
な
い
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
︶︒

・
み
ず
ほ
銀
行

・
三
井
住
友
銀
行

・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
東
京
東
信
用
金
庫

・
東
京
ベ
イ
信
用
金
庫

▲支払いイメージ

※
特
別
徴
収
と
軽
自
動
車
税
︵
種
別

割
︶
は
口
座
振
替
で
き
ま
せ
ん
︒

詳
細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
︑
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

▢問
納
税
課
収
納
推
進
係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

国
民
健
康
保
険
料
も

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
で

�
月
に
送
付
す
る
保
険
料
決
定
通

知
か
ら
︑
区
税
と
同
様
に
﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
﹂
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
︒

▢問
医
療
保
険
課
保
険
料
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

で
は
︑
都
内
各
地
の
発
令
状
況
や
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
等
を
公
開
し
て
い

ま
す
︒

ま
た
︑
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
方
に
は
︑

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
の
メ
ー

ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
︵
江
東
区
の
地

域
は
区
東
部
で
す
︶︒
ご
活
用
く
だ

さ
い
︒

※
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
登
録

で
き
ま
す
︒

微
小
粒
子
状
物
質
︵
Ｐ
Ｍ
�
・
�
︶

情
報
を
都
の
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ

都
が
区
内
に
設
置
し
て
い
る
測
定

局
�
地
点
︵
大
島
・
亀
戸
・
辰
巳
︶

で
常
時
測
定
し
て
お
り
︑
東
京
都
環

境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
�
時
間
ご

と
の
測
定
結
果
を
確
認
で
き
ま
す
︒

﹇
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈

▢
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.k
a
n
k
y
o
.m
e

HPtro
.to
k
y
o
.lg
.jp
/

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(


�
�
�
)


�
�
�

▲二次元コード

▲区ホームペ
ージ二次元
コード

�
月
�
日
の
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂

発
令
後
︑
�
月

日
か
ら
区
独
自
で

31

設
置
し
て
い
た
危
機
管
理
対
策
本
部

を
︑
特
措
法
に
基
づ
く
﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
管
理
対
策
本
部
﹂

に
格
上
げ
し
︑
対
応
策
の
検
討
・
指

示
に
没
頭
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑
私
宛

に
一
通
の
お
手
紙
と
絵
が
送
ら
れ
て

き
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
︒

お
手
紙
を
く
れ
た
の
は
︑
区
内
の

歳
の
女
の
子
か
ら
で
し
た
︒
手
紙

12に
は
︑﹁
小
学
校
最
後
の
�
か
月
が

お
休
み
に
な
っ
て
し
ま
い
︑
と
て
も

悲
し
い
が
︑
よ
り
多
く
の
人
に
危
機

感
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
︑
ポ
ス

タ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
﹂
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
︒

私
と
し
て
も
学
校
が
長
期
休
業
と

な
り
︑
こ
ど
も
た
ち
の
事
が
大
変
気

が
か
り
で
し
た
の
で
︑
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
︒
い
た
だ
い
た
絵
は

早
速
︑
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
︑
庁
舎
内

に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

・
︱

・
︱

・
︱

・
︱

・
︱

・
︱

・

今
ま
さ
に
︑
感
染
拡
大
防
止
の
正

念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
︒

感
染
拡
大
防
止
の
最
前
線
で
あ
る

保
健
所
で
は
︑
昼
夜
を
問
わ
ず
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
や
発
症
者
の
医
療
機

関
へ
の
搬
送
等
を
続
け
て
い
ま
す
︒

今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
る
た
め
︑

�
月

日
に
は
︑
日
本
公
衆
衛
生
学

16

会
及
び
都
内
大
学
専
門
家
の
協
力
の

下
︑
医
師
の
派
遣
に
よ
り
︑
疫
学
的

調
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
検
体
採
取
の
体

制
強
化
を
図
り
ま
し
た
︒

ま
た
�
月

日
に
は
︑
こ
れ
ま
で

23

の
取
り
組
み
に
加
え
︑
江
東
区
医
師

会
と
連
携
し
︑﹁
江
東
区
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
﹂
を

設
置
し
︑
検
査
が
必
要
な
区
民
へ
の
︑

か
か
り
つ
け
医
を
通
じ
た
検
査
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
︒

今
後
も
区
と
し
て
︑
区
民
の
安
全

安
心
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
︑

区
議
会
と
と
も
に
︑
早
急
に
取
り
ま

と
め
︑
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
︒

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

6／7(日)に開催を予定していた｢第13回江
東区環境フェア｣は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大を受けて、来場者の安全
・安心を確保することが困難であることか
ら｢中止｣が決定されました。なお、年度内
での延期の予定はありません。感染拡大防
止にご理解とご協力をお願いします。

▢問 えこっくる江東☎3644-7130、℻3644-
7135

※その他、新型コロナウイルス感染症拡
大防止に伴うイベント等の中止について
は、区ホームページをご覧ください。

▢HP https://www.city.koto.lg.
jp/011501/2020corona.html

中止

江東区環境フェア



4令和�年(2020年)�月�日
江東区ホームページ https://www.city.koto.lg.jp

https://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

表1 児童虐待・
養育相談窓口

江東区こども
の虐待ホット
ライン (南砂
子ども家庭支
援センター)
(月〜土9：00
〜18：00)

こども家庭支
援課養育支援
係 (月〜金8：
30〜17：00)

3647-4408

3646-5481
(サブロウ
シロウ ゴ
ヨウハイ
チバン)

｢還付金がある｣などと言われ、多くの区民が大金や個人情報をだまし取られています！区役所や警察など、行政機関
を名乗る電話には注意してください。必ず代表電話(江東区役所☎3647-9111)に確認を！▢問 危機管理課防犯担当☎

3647-4399、℻3647-9651

江東区の職員を名乗る
詐欺の電話に注意

区
で
は
︑
児
童
手
当
を
は
じ
め
と

す
る
各
手
当
の
ほ
か
︑
子
ど
も
医
療

費
助
成
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

児
童
手
当
と
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
申
請
は
︑
区
役
所
・
豊
洲
特
別
出

張
所
の
窓
口︵
※
︶の
ほ
か
︑郵
送︵
申

請
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
︶
や
電
子
申
請
︵
政
府

運
営
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
内
の
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
︵

▢
h
ttp
s:/
/

HP

a
p
p
.o
ss.m
y
n
a
.g
o
.jp
/
A
p
p
lic
a

tio
n
/
s
e
a
rc
h
/︶︶
で
も
受
付
が
で

き
ま
す
︒
そ
の
他
の
手
当
は
︑
区
役

所
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

︵
豊
洲
特
別
出
張
所
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
︶︒

な
お
︑
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
︑
来

庁
せ
ず
に
対
応
で
き
る
手
続
き
が
あ

り
ま
す
の
で
︑
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

各
手
当
お
よ
び
︑
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
︒

各
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す
︒
詳
細
は
︑
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
︑

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
︑
現
在
︑
豊
洲
特
別
出
張
所

の
窓
口
は
開
設
を
中
止
し
て
い
ま
す
︒

お
越
し
い
た
だ
く
際
は
︑
事
前
に
開

設
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

▢問
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
給
付
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
 
�
�

児

童

手

当

▢人
日
本
に
居
住
し
て
い
る

歳
に

15

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
�
月

日
31

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
親
ま

た
は
養
育
者

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶﹈

○
�
歳
未
満
：
 
�
︑
"
"
"
円

○
�
歳
～
小
学
校
修
了
前
︵
第
 
子

・
第
#
子
︶
：
 
"
︑
"
"
"
円

○
�
歳
～
小
学
校
修
了
前
︵
第
�
子

以
降
︶
：
 
�
︑
"
"
"
円

○
中
学
生
：
 
"
︑
"
"
"
円

○
所
得
制
限
限
度
額
以
上
：
児
童
 

人
当
た
り
一
律
�
︑
"
"
"
円

※
公
務
員
の
方
︵
独
立
行
政
法
人
等

に
勤
務
の
方
を
除
く
︶
は
︑
勤
務
先

に
確
認
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

子
ど
も
医
療
費
助
成

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

15

の
�
月

日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

31

て
い
る
方

﹇
助
成
範
囲
﹈各
種
健
康
保
険
法
の
定

め
に
よ
る
医
療
機
関
等
に
支
払
う
医

療
費
の
自
己
負
担
分

児

童

育

成

手

当

母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
同
様
の

家
庭
・
障
害
を
有
す
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
︒

育
成
手
当

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の
�
月

日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

31

て
い
る
方
で
︑
児
童
が
﹁
表
#
﹂
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶﹈

 
人
に
つ
き
 
�
︑
�
"
"
円

障
害
手
当

▢人
障
害
を
有
す
る

歳
未
満
の
児

20

童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
︑
児
童
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
身
障
手
帳
 
・
#
級
程
度
の
児
童

○
愛
の
手
帳
 
～
�
度
程
度
の
児
童

○
脳
性
ま
ひ
︑
進
行
性
筋
萎
縮
症
の

児
童

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶﹈

 
人
に
つ
き
 
�
︑
�
"
"
円

児

童

扶

養

手

当

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の
�
月

日
ま
で
の
児
童
︑
ま
た
は

31

歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
を
有

20す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
︑
母

ま
た
は
養
育
者
で
︑
児
童
が
﹁
表
#
﹂

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶﹈

○
 
人
目

 
"
︑
 
$
"
～
�
�
︑
 
�
"
円

○
#
人
目

�
︑
 
"
"
～
 
"
︑
 
�
"
円
を

加
算

○
�
人
目
以
降

 
人
に
つ
き
�
︑
"
�
"
～
�
︑
 

 
"
円
を
加
算

特
別
児
童
扶
養
手
当

▢人
障
害
を
有
す
る

歳
未
満
の
児

20

童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
︑
児
童
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
身
障
手
帳
 
～
�
級
程
度
の
児
童

○
愛
の
手
帳
 
～
�
度
程
度
の
児
童

○
長
期
間
安
静
を
要
す
る
病
状
ま
た

は
精
神
の
障
害
に
よ
り
日
常
生
活

に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
児
童

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶﹈

○
重
度
︵
身
障
手
帳
 
・
#
級
︑
愛

の
手
帳
 
・
#
度
程
度
︶
の
児
童

 
人
に
つ
き
�
#
︑
�
"
"
円

○
中
度
︵
身
障
手
帳
�
級
︑
愛
の
手

帳
�
度
程
度
︶
の
児
童

 
人
に
つ
き
�
�
︑
�
�
"
円

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の
�
月

日
ま
で
の
児
童
︑
ま
た
は

31

歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
を
有

20す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
︑
母

ま
た
は
養
育
者
で
︑
児
童
が
﹁
表
#
﹂

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

﹇
助
成
範
囲
﹈各
種
健
康
保
険
法
の
定

め
に
よ
る
医
療
機
関
等
に
支
払
う
医

療
費
の
自
己
負
担
分
︵
世
帯
の
課
税

状
況
に
応
じ
そ
の
一
部
ま
た
は
全

部
︶

※5月分までは平成30年中、6月分からは平成31
年(令和元年)中の所得で判定

※扶養親族が5人以上の場合は1人につき38万円
を加算

※生計中心者の所得で判定(夫婦の所得の合算で
はありません)

表1 児童手当所得制限限度額表

1人

4人

698万円2人

0人

736万円3人

扶養親族等の数

774万円

660万円
622万円

本人限度額

表2

○父母が離婚した児童
○母が未婚で出生した児童
○父または母が死亡・生死不明の児童
○父または母に引き続き1年以上遺棄されてい

る児童
○父または母が裁判所からのDV保護命令を

受けた児童
○父または母が引き続き1年以上拘禁されてい

る児童
○父または母に重度の障害がある児童(障害の

内容によっては該当しない場合あり)

昨
年
の
台
風

号
に
よ
り
住
宅
に

19

著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
︑

住
宅
の
建
設
・
購
入
︑
補
修
︑
賃
貸

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
︒

﹇
対
象
世
帯
﹈発
災
当
日
︑
区
内
に
居

住
し
て
お
り
次
の
い
ず
れ
か
の
被
害

を
受
け
た
世
帯
で
︑
住
宅
の
建
設
・

購
入
等
の
住
宅
再
建
を
実
施
す
る
世

帯

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

②
住
宅
が
半
壊
︑
ま
た
は
住
宅
の
敷

地
に
被
害
が
生
じ
︑
住
宅
を
解
体
し
︑

ま
た
は
解
体
さ
れ
る
に
至
っ
た
世
帯

︵
た
だ
し
︑
倒
壊
に
よ
る
危
険
を
防

止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
こ
と
︑
居

住
す
る
た
め
に
必
要
な
補
修
等
が
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
︑
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
︶

③
住
宅
が
大
規
模
半
壊
と
な
っ
た
世

帯④
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯

﹇
補
助
額
﹈住
宅
再
建
︵
①
建
築
・
購

入
②
補
修
③
賃
貸
︶
に
要
し
た
費
用
︒

た
だ
し
︑
被
害
状
況
お
よ
び
再
建
方

法
ご
と
に
上
限
額
が
異
な
り
ま
す

︵

万
円
～
�
"
"
万
円
︶︒
詳
細
は

60お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

﹇
申
込
期
間
﹈

月

日
︵
水
︶
ま
で
︒

11

11

た
だ
し
︑
期
日
ま
で
に
工
事
等
着
工

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
︒

▢問
福
祉
課
福
祉
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
 
$

℻

(
�
�
�
�
)
�
 
$
�

体
罰
の
な
い
社
会
へ

近
年
こ
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
痛

ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
︒
そ

の
中
に
は
︑
保
護
者
が
﹁
し
つ
け
﹂

と
称
し
て
暴
力
を
伴
う
虐
待
を
行
い
︑

死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
︒
こ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑
児
童
福
祉

法
等
の
改
正
法
に
お
い
て
︑
体
罰
が

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
法

定
化
さ
れ
︑
令
和
#
年
�
月
 
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
︒
体
罰
の
な
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
︑
一
人
ひ

と
り
の
意
識
を
変
え
る
と
と
も
に
︑

子
育
て
中
の
保
護
者
の
支
援
を
含
め
︑

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
応
援
し

社
会
全
体
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

﹇
体
罰
の
一
例
﹈

○
言
葉
で
何
度
も
注
意
し
た
け
ど
い

う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
︑
頬
を

叩
い
た

○
宿
題
を
し
な
か
っ
た
の
で
︑
夕
ご

飯
を
与
え
な
か
っ
た

な
ど

﹁
こ
れ
っ
て
虐
待
？
﹂
︑
﹁
子
育
て

が
つ
ら
い
﹂
と
感
じ
た
ら
⁝

区
で
は
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
告

︵
相
談
︶
を
受
け
付
け
る
﹁
こ
ど
も

の
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂︵
表
 
︶

を
設
置
し
て
い
ま
す
︒
虐
待
が
疑
わ

れ
る
場
合
や
保
護
者
自
身
が
子
育
て

に
行
き
詰
ま
り
不
安
な
場
合
も
悩
ま

ず
︑
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
苦

し
い
思
い
を
し
て
い
る
保
護
者
や
こ

ど
も
︑
ご
自
身
に
相
談
者
を
作
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
お
近
く
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
︵
表
#
︶
で
も
子
育
て

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
︒

子
育
て
支
援
相
談
体
制
を
強
化

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
と
南
砂
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
て

﹁
江
東
区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
﹂︵
※
︶
と
位
置
付
け
︑
子
育
て
支

援
と
虐
待
予
防
・
対
応
の
体
制
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
︒

※
こ
ど
も
と
そ
の
家
庭
お
よ
び
妊
産

婦
等
を
対
象
に
︑
相
談
か
ら
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
業
務
ま
で
広
く
支
援
機

能
を
に
な
う
拠
点

▢問
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
養
育
支
援

係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
"
$

℻

(
�
�
�
�
)
�
 
�
�

表2 子育ての相談窓口
月〜土曜9：00〜18：00(有明のみ日曜も開設)

深川北子ども家庭支援センター

5962-4118有明子ども家庭支援センター

豊洲子ども家庭支援センター

5665-4017東陽子ども家庭支援センター

5836-1625大島子ども家庭支援センター

5617-7772南砂子ども家庭支援センター

3536-7682

5600-8708
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

¢歩きたばこはこどもの目の位置¬危険な歩きたばこやポイ捨ては、区内全域で禁止です。

江
東
区
青
少
年
委
員
は
︑
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
の
架
け
橋
と
な

り
青
少
年
の
健
全
育
成
の
役
割
を
担

う
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
︒

#
年
ご
と
に
小
学
校
の
学
区
域
か
ら

各
 
人
と
︑
小
・
中
学
校
の
校
長
か

ら
代
表
と
し
て
各
 
人
が
推
薦
さ
れ
︑

今
期
は

人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま

46

し
た
︒
青
少
年
委
員
は
個
人
の
活
動

の
ほ
か
︑
区
内
広
域
で
活
動
を
行
う

(携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
)

℻

"
�
$
(
�
�
�
)
#
�
�
�

※
区
内
在
住
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
︒

児
童
・
幼
児
用
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
あ
っ
せ
ん

令
和
元
年
中
に
交
通
事
故
で
負
傷

し
た
区
内
の
小
学
生
以
下
の
こ
ど
も

は

人
で
︑
そ
の
う
ち
自
転
車
乗
用

62
中
の
負
傷
者
数
は

人
と
�
割
以
上

34

に
の
ぼ
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
自
転
車

事
故
に
よ
る
死
者
お
よ
び
重
傷
者
の

明治小
学校区

※豊洲西小、有明西学園から
は5／1現在未選出

古賀 譲治43

2

亀高小藤澤 美智子

46

44
小学校長会

1

宮野 いずみ45

No

小名木川小福山 憲治40
東砂小澤部 誠41
北砂小八島 永治42

竹原 眞

笹井 隆一
和田 真紀子

氏名

南砂小

中学校長会

深川小

34
第三砂町小中村 京子35
第四砂町小多田 正子36
第五砂町小中野 淳一37
第六砂町小髙取 健一38
第七砂町小川名 美和39

浅野 秀一29
第四大島小髙橋 美樹30
第五大島小髙橋 直樹31
大島南央小笠井 君夫32
砂町小小久保 栄一33

第二砂町小菊地 小夜子

香取小桜田 敦子24
浅間竪川小織茂 貴之25
水神小武藤 公人26

第一大島小大熊 右文27
第二大島小尾辻 美枝28
第三大島小

18
枝川小岩田 安正19
辰巳小白石 哲夫20

第二辰巳小馬場 史朗21
第一亀戸小丸山 正明22
第二亀戸小髙橋 勉23

田澤 朋子13
東川小田下 恵一14
豊洲小喜古 修15

豊洲北小宮原 広美16
東雲小原 浩司17
有明小古谷 潤

東陽小堀川 昌裕8
南陽小鈴木 馨9
川南小大橋 隆治10
扇橋小小松原 弘文11

元加賀小今野 るみ子12
毛利小

八名川小長谷川 容子3
臨海小榎本 武久4
越中島小石田 康人5
数矢小岩佐 郁子6
平久小安井 覚弘7

た
め
青
少
年
委
員
会
を
組
織
し
︑
積

極
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
ご
要

望
・
ご
相
談
は
お
近
く
の
青
少
年
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

▢問
青
少
年
課
地
域
連
携
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
#
�

℻

(
�
�
�
�
)
$
�
�
�

多
く
は
頭
部
損
傷
に
よ
る
も
の
で
す
︒

自
分
が
安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
て

い
て
も
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒
幼
児
座
席
に
こ
ど
も
を

乗
せ
る
場
合
も
︑
こ
ど
も
自
身
が
自

転
車
に
乗
る
場
合
も
︑
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
︒

区
で
は
︑
区
内
の
自
転
車
販
売
店

に
ご
協
力
い
た
だ
き
︑
児
童
・
幼
児

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
店
舗
に
よ
り
店
頭

価
格
か
ら
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
付
与

な
ど
の
特
典
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
︒

▢人
区
内
在
住
の
方

▢申
上
表
の
あ
っ
せ
ん
事
業
協
賛
店

舗
へ
※
購
入
時
に
区
内
在
住
で
あ
る

と
わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
︒

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
$
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
#
$
�

�
月
は
自
転
車
月
間
で
す
︒
東
京

都
や
区
市
町
村
︑
警
視
庁
等
の
関
係

団
体
が
連
携
し
て
︑
自
転
車
安
全
利

用
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
︒

自
転
車
を
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

令
和
元
年
の
東
京
都
内
の
自
転
車

に
よ
る
死
者
数
は

人
に
上
り
ま
し

34

た
︒
自
転
車
は
﹁
車
両
﹂
の
仲
間
で

す
︒
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
な
ど

の
ル
ー
ル
違
反
が
交
通
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
︒

自
転
車
利
用
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
や
傘
差
し
運
転
︑
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
ぎ
な
ど
︑
危
険
な
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
︒

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
交
通
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
︒
特
に
こ
ど
も

を
乗
せ
た
自
転
車
は
重
量
が
あ
り
︑

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
は
︑
衝
撃
が
大

き
く
な
り
ま
す
︒

自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
︑
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
自
転
車
安
全
利
用
五
則
﹈

①
自
転
車
は
︑
車
道
が
原
則
︑
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
︑
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
︵
飲
酒
運
転

・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
／
夜
間

は
ラ
イ
ト
を
点
灯
／
交
差
点
で
の
信

号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認
︶

⑤
こ
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の

加
入
が
義
務
化

東
京
都
が
﹁
東
京
都
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
﹂
を
改
正
し
︑
令
和
#
年
�
月

 
日
か
ら
︑
自
転
車
利
用
中
の
事
故

に
よ
り
︑
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
な
ど
の
損
害
を
賠
償
で

き
る
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の

加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
︒
自
転

車
を
利
用
す
る
際
は
︑
対
人
賠
償
事

故
に
備
え
る
保
険
等
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
︒

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
$
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
#
$
�

国
体
の
会
場
に
も
な
っ
た
若
洲
で
︑

思
い
き
り
潮
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
︒▢時

�
月
�
日
︵
日
︶
午
前

時
～

10

午
後
�
時

▢場
都
立
若
洲
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
︵
若

洲
�
︱

 
︱

 
︶

▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
下

肢
も
し
く
は
視
覚
に
障
害
が
あ
り
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
中
学
生

以
上
︑
か
つ
支
え
な
く
ヨ
ッ
ト
に
乗

っ
て
い
ら
れ
る
方

人
︵
抽
選
︶
※

10

下
肢
障
害
︑
視
覚
障
害
各
�
人
程
度

※
未
成
年
の
方
は
保
護
者
の
承
諾
と

同
伴
が
必
要
で
す

▢費
�
"
"
円﹇
主
催
﹈東
京
都
ヨ
ッ

ト
連
盟
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
リ
ン
プ
レ

イ
ス
東
京
︑
江
東
区﹇
協
力
﹈日
本
セ

ー
リ
ン
グ
連
盟
ほ
か

▢締
�
月

日
︵
金
︶
必
着

15

▢申
電
話
︑
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑

メ
ー
ル
に
①
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
②

住
所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
障
害
の

程
度
を
記
入
し
︑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

︵
�
階

番
︶
へ

34

☎
(
�
�
�
�
)
�
$
$
�

℻

(
�
�
�
�
)
$
�
"
�

▢ｅ
sp
o
rts@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
管
弦
楽
団
第
�
�
�
回
定
期
演

奏
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
公
開
し
ま
す
︒

今
回
は
︑
首
席
客
演
指
揮
者
の
藤
岡

幸
夫
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
作

り
の
過
程
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
︒ク

ラ
シ
ッ
ク
愛
好
家
の
方
か
ら
初

心
者
の
方
ま
で
︑
大
歓
迎
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
前

時
～

23

11

正
午
※
リ
ハ
ー
サ
ル
の
進
行
状
況
に

よ
り
︑
開
始
時
間
が
若
干
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
︒

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
大
ホ
ー
ル

︵
住
吉
#
︱

︱

︶

28

36

▢費
入
場
無
料

▢人
ど
な
た
で
も
�
"
"
人
︵
申
込

順
︶
※
未
就
学
児
不
可

▢申
�
月
�
日
︵
木
︶
午
前
�
時
か

ら
電
話
で
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

☎
(
�
�
#
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
� ▲初心者でも安心して参加できます

中野サイクル商会

亀戸6-55-17自転車やりんりん亀戸店

大島4-1-7-107サイクルセンターニシヤマ

店名

白河3-3-14信興産業

(株)シラカワ・サービス

大島5-6-12(株)和光輪業商会

大島8-42-10佐藤自転車店

東砂4-22-9玉田輪店

3681-9221

3638-1974

5836-1901

3631-2506

5639-9211

3630-1882

3641-6478

3631-7580

電話

永代2-31-9(有)葵ホンダ

冬木15-9自転車やりんりん門前仲町店

森下1-16-11

所在地

毛利1-7-1

3644-7737

3682-2729

道
路
交
通
法
で
は
�
歳
未
満
の
こ

ど
も
を
自
動
車
に
乗
せ
る
場
合
は
︑

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
使
用
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

歳
未
満
の

13

児
童
・
幼
児
の
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
努
力
義
務
と
し
て

い
ま
す
︒

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ
ル

あ
っ
せ
ん

令
和
元
年
の
全
国
調
査
で
は
︑
�

歳
未
満
の
こ
ど
も
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
率
は

・
�
％
で
︑
適
切

70

な
取
り
付
け
が
で
き
て
い
た
割
合
は

・
�
％
︑
適
切
な
着
座
が
で
き
て

47い
た
割
合
は

・
#
％
で
し
た
︒
ま

42

た
︑
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
不
使
用
者

の
致
死
率
は
適
性
使
用
者
の
約

倍
13

と
な
っ
て
い
ま
す
︒
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
使
用
に
よ
り
︑
事
故
発
生
時
の

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
︑
そ
の
た
め
に
は
こ
ど
も
の
体
格

に
合
っ
た
も
の
を
正
し
く
取
り
付
け

て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

区
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ

ル
あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
︑
乳
児
︑
幼

児
︑
児
童
用
な
ど
計

種
を
取
り
そ

14

ろ
え
︑
通
常
料
金
よ
り
最
大

％
引

25

き
で
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
ま
た
︑
出
産
前
の

日
間
無
料

15

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
︑
母
子
退

院
の
際
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
︒
専

門
業
者
が
ご
自
宅
ま
で
伺
い
︑
無
料

で
取
り
付
け
︑
適
切
な
使
用
方
法
を

説
明
し
ま
す
︒

▢人
区
内
在
住
の
方

▢申
電
話
で
︵
株
︶
愛
育
ベ
ビ
ー

☎
"
 
#
"
(
�
�
"
)
�
�
"

(一
般
固
定
電
話
)

☎
"
�
$
(
�
�
�
)
#
#
#
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令
和
元
年
度
は
有
形
文
化
財
︵
建

造
物
︶
と
し
て
﹁
旧
渋
沢
家
住
宅
︵
部

材
︶﹂
を
指
定
し
ま
し
た
︒

旧
渋
沢
家
住
宅
は
︑
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
渋
沢
栄
一
と
そ
の
家
族

が
暮
ら
し
た
住
宅
で
す
︒
明
治
�
年

︵
�
�
�
�
年
︶︑
深
川
福
住
町
︵
現

永
代
�
︶
に
購
入
し
た
屋
敷
へ
転
居

し
た
栄
一
は
︑
�
階
建
の
﹁
表
座
敷
﹂

を
新
築
す
る
な
ど
し
て
同

年
に
日

21

本
橋
へ
転
居
す
る
ま
で
こ
こ
で
暮
ら

し
ま
し
た
︒
住
宅
は
︑
そ
の
後
も
渋

沢
家
の
住
ま
い
と
し
て
使
用
さ
れ
ま

し
た
︒

明
治

年
︵
�
�
�
�
年
︶︑
住
宅

41

は
三
田
綱
町
︵
現
港
区
︶
に
移
築
さ

れ
︑
昭
和
	
～


年
︵
�
�
�
�
～

�
�
年
︶
に
は
孫
の
敬
三
に
よ
っ
て

大
改
造
が
行
わ
れ
︑
洋
館
が
増
築
さ

れ
ま
し
た
︒
昭
和

年
︵
�
�
	
�

21

年
︶︑
財
産
税
の
支
払
い
と
し
て
住

宅
は
国
に
物
納
さ
れ
︑
国
の
施
設
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
︑
の
ち
︑

渋
沢
家
の
執
事
で
あ
っ
た
杉
本
行
雄

に
払
い
下
げ
ら
れ
︑
平
成
�
年
︵
�

�
�
�
年
︶
に
青
森
県
六
戸
町
へ
移

築
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
清
水
建

設
︵
株
︶
の
所
有
と
な
り
︑
解
体
・

移
送
さ
れ
︑
現
在
は
部
材
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
︒

住
宅
は
何
度
か
の
移
築
と
増
改
築

を
経
て
い
ま
す
が
︑
そ
の
中
心
に
は

深
川
で
建
設
さ
れ
た
﹁
表
座
敷
﹂
が

あ
り
︑
そ
れ
を
維
持
す
る
形
で
増
改

築
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒﹁
表
座
敷
﹂

に
は
︑
当
初
の
形
態
や
工
法
な
ど
が

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

住
宅
は
︑
和
風
と
洋
風
と
を
巧
み
に

調
和
さ
せ
た
設
計
と
施
工
技
術
お
よ

び
意
匠
・
用
材
の
優
秀
さ
を
備
え
て

お
り
︑
日
本
の
近
代
住
宅
史
上
の
貴

重
な
建
造
物
で
す
︒

な
お
︑
旧
渋
沢
家
住
宅
は
︑
潮
見

に
移
築
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

令
和
元
年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ

た
文
化
財
は
上
記
の
通
り
で
す
︒

ま
た
︑
区
登
録
無
形
文
化
財
︵
工

芸
技
術
︶
保
持
者
の
斎
藤
司
郎
さ
ん

︵
提
燈
製
作
︶
が
ご
逝
去
さ
れ
︑
吉

澤
清
さ
ん
︵
庖
丁
製
作
︶
が
区
外
へ

転
出
さ
れ
︑
保
持
者
認
定
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
︒

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
	
�
)
�
	
�
�

指
定
文
化
財

�
件

﹇
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
﹈

○
旧
渋
沢
家
住
宅

き
ゅ
う
し
ぶ
さ
わ
け
じ
ゅ
う
た
く

(
部ぶ

材ざ
い

)

(木
場
�

清
水
建
設
(株
)
)

登
録
文
化
財

�
件

﹇
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
﹈

○
旧
渋
沢
家
住
宅

き
ゅ
う
し
ぶ
さ
わ
け
じ
ゅ
う
た
く

(
部ぶ

材ざ
い

)

(木
場
�

清
水
建
設
(株
)
)

﹇
史
跡
﹈

○
干
'
場

ほ

し

か

ば

(
元も

と

場ば

)
跡あ

と

(佐
賀
�
︱

・

・

・

付
近
)

14

15

17

18

登
録
文
化
財
内
容
変
更

﹇
史
跡
﹈

○
干
'
場

ほ

し

か

ば

(
永え

い

代た
い

場ば

)
跡あ

と

(佐
賀
�
︱

�
・

付
近
)

12

本
書
は
︑
教
育
委
員
会
で
収
集
し

た
戦
前
の
絵
葉
書
を
通
し
て
︑
江
東

区
の
近
代
の
景
観
を
知
っ
て
い
た
だ

く
シ
リ
ー
ズ
の
第
	
集
で
す
︒

今
回
は
︑
臨
海
地
で
起
き
た
災
害

や
出
来
事
な
ど
に
関

す
る
絵
葉
書
︵
明
治

年
の
暴
風
雨
︑
大

44正

年
の
オ
ー
ト
バ

11
イ
競
走
大
会
︑
昭
和

年
幻
の
万
国
博
覧

15会
︶
を
取
り
上
げ
ま

す
︒

﹇
規
格
﹈Ａ
	
判
︑

頁
16

﹇
価
格
﹈


�
�
円

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
	
�
)
�
	
�
�

▲絵葉書で見る江東百景
臨海地の記憶

兼
題
は
﹁
芭
蕉
を
偲
ぶ
句
﹂
の
ほ

か
に
︑﹁
今
年
の
テ
ー
マ
句
﹃
和
﹄﹂

か
ら
も
選
べ
ま
す
︒
元
号
が
令
和
に

改
ま
り
︑
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し

た
︒
平
和
︑
温
和
︑
調
和
な
ど
︑﹁
和
﹂

の
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
て
も
﹁
和
﹂
を

詠
み
こ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
︒

﹇
投
句
﹈
�
句
�
組
︵
兼
題
﹁
芭
蕉
を

偲
ぶ
句
﹂
ま
た
は
今
年
の
テ
ー
マ

﹁
和
﹂
の
句
�
句
と
︑
四
季
雑
詠
�

句
︶︒
規
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ

	
判
の
用
紙
を
使
用
し
︑
は
っ
き
り

と
楷
書
で
記
入
︑
漢
字
に
は
フ
リ
ガ

ナ
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
※
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
︒
何
組
で
も
可
︒

﹇
投
句
料
﹈
�
句
�
組
�
︑
�
�
�
円

︵
大
会
句
集
お
よ
び
送
料
込
み
︶
※

定
額
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
の
み

︵
切
手
不
可
︶︒

﹇
注
意
事
項
﹈類
句
︑
類
想
句
︑
二
重

投
稿
︵
句
会
報
・
結
社
誌
・
大
会
句

集
・
新
聞
・
雑
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
︑
本
大
会
へ
の
投
句
以
前
に
既

に
投
句
さ
れ
た
も
の
︶
に
つ
い
て
は
︑

賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
派
生
す

る
す
べ
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

﹇
選
者
﹈池
田
澄
子
・
稲
畑
廣
太
郎
・

井
上
康
明
・
大
木
あ
ま
り
・
小
川
軽

舟
・
�
桃
子
・
宮
坂
静
生
︵

音
順
・

50

敬
称
略
︶

﹇
賞
﹈時
雨
忌
賞
・
芭
蕉
記
念
館
賞
各

�
人
に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
︑
作
品

を
一
年
間
館
内
に
掲
示
︒
各
選
者
に

よ
る
特
選
�
句
に
賞
状
お
よ
び
記
念

品
︒
各
選
者
に
よ
る
入
選

句
に
賞

10

状
︒
各
選
者
に
よ
る
選
外
佳
作

句
20

︵
大
会
句
集
掲
載
の
み
︶︒

﹇
発
表
﹈
�
月
末
日
ま
で
に
入
賞
者
に

直
接
通
知

﹇
授
賞
式
﹈

月

日
︵
日
︶
午
後
�

10

11

時
か
ら
芭
蕉
記
念
館
で

﹇
締
切
﹈
�
月

日
︵
金
︶
必
着

31

﹇
投
句
方
法
﹈郵
便
番
号
︑
住
所
︑
氏

名
︑
俳
号
︵
各
ふ
り
が
な
︶︑
年
齢
︑

性
別
︑
電
話
番
号
を
記
入
し
︑
投
句

料
と
と
も
に
作
品
を
〒

︱

常
盤

135

0006

�
︱

�
︱

�
芭
蕉
記
念
館
へ
郵
送
※

記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
大
会

事
業
以
外
に
利
用
し
ま
せ
ん
︒

☎
(
�
�
�
�
)
�
	
	
�

℻

(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

江
東
区
芸
術
提
携
団
体
で
あ
る
東

京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

管
弦
楽
団
の
楽
団
員
が
︑
楽
器
の
演

奏
方
法
を
教
え
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

28

10

午
後
�
時

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

練
習
室
ほ
か

▢人
①
個
人
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
対

45

象
の
楽
器
経
験
が
あ
る
小
学
生
以
上

の
方
※
経
験
年
数
は
不
問
︑
②
パ
ー

ト
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
ア
マ
チ
ュ
ア

60

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
で

活
躍
中
の
方
︵
	
人
ま
で
・
同
じ
楽

器
︑
曲
目
に
限
る
︶︵
抽
選
︶

﹇
対
象
楽
器
﹈ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ

オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・

フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ
エ
・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
ホ
ル
ン
・
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
チ

ュ
ー
バ
※
楽
器
は
各
自
持
参

▢費
①
大
人
�
︑


�
�
円
︑
小
・
中

学
生
�
︑


�
�
円
②
大
人
�
︑
�
�

�
円
︑
小
・
中
学
生
	
︑
�
�
�
円

▢締


月

日︵
土
︶午
後


時
必
着

23

▢申
区
内
各
文
化
セ
ン
タ
ー
︑
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
︑
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と

う
に
あ
る
申
込
用
紙
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵

▢
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.k
c
f.o
r.

HP

jp
/
tia
ra
︶
か
ら
も
入
手
可
︶
に
記

入
し
︑
〒

︱

住
吉
�
︱

︱

135

0002

28

36

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
へ
郵
送
︑
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�


)




�
�

℻

(
�
�
�


)




	
�

大
人
気
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
サ
ン

ゴ
や
貝
︑
海
藻
な
ど
海
の
漂
流
物
で
︑

眺
め
て
い
る
だ
け
で
爽
や
か
な
気
分

に
な
る
小
さ
な
海
の
空
間
を
創
り
出

し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

28

10

正
午

▢場
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大

島
�
︱

�
︱

︶
15

▢人
小
学
生
以
上

人
︵
申
込
順
︶

20

※
小
学
�
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▢費
�
︑
�
�
�
～
�
︑
�
�
�
円

▢師
コ
コ
ペ
リ
プ
ラ
ス

▢申


月

日
︵
日
︶
午
前
�
時
か

10

ら
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
	▲オーシャンハーバリウム

江東区観光キャラクター
コトミちゃん
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

都営住宅の入居者募集
例年5月に実施している都営住宅
の入居者募集は新型コロナウイルス
の影響を踏まえ、下記のとおり6月
に実施します。なお、配布期間等は、
今後変更となる場合がありますので
ご了承ください[抽選方式による募
集]①家族向・単身者向②若年夫婦・
子育て世帯向(定期使用住宅)③事故
住宅[申込用紙配布期間]6／8(月)〜
16(火)(土・日曜を除く)[申込用紙
配布場所]住宅課(区役所5階2番)、
豊洲特別出張所・各出張所、都庁、
東京都住宅供給公社都営住宅募集セ
ンター(渋谷区神宮前5-53-67コスモ
ス青山3階)、東京都住宅供給公社亀
戸窓口センター(亀戸1-42-20住友不
動産亀戸ビル10階)※申込書は募集
期間中のみ公社ホームページ(▢HP
https://www.to-kousya.or.jp/)
からも入手できます▢申 郵送のみ。
締切日等の詳細は申込用紙をご確認
ください▢問 東京都住宅供給公社都
営住宅募集センター☎3498-8894、
区住宅課住宅管理係☎3647-9464、
℻3647-9268
地価公示価格の閲覧
令和2年1／1現在の都内の地価公示

価格は、都市計画課(区役所5階21番)、
豊洲特別出張所(豊洲2-2-18豊洲シ
ビックセンター3階)、各出張所・図
書館で閲覧できます。また、国土交
通省のホームページ(▢HP http://w
ww.mlit.go.jp/totikensangyo/in
dex.html)でもご覧になれます▢問
都市計画課庶務担当☎3647-9439、
℻3647-9009
行政書士による無料相談会

▢時 ①5／14(木)13：30〜16：30②5／18
(月)13：30〜16：30③5／21(木)13：00
〜16：00▢場 ①豊洲文化センター第8
研修室(豊洲2-2-18豊洲シビックセ
ンター8階)②総合区民センター7階
第7会議室(大島4-5-1)③区役所2階
エレベーター前▢内 遺言・相続、成
年後見等、株式会社等の法人設立、
産廃・建設業ほか各種営業許認可関
係、契約書、自動車の名義変更、車
庫証明等▢申 当日直接会場へ▢問 東
京都行政書士会江東支部☎4500-
2995または区広報広聴課広聴相談係
☎3647-2364、℻3647-9635
ファミリー・サポート利用会員
登録説明会(要予約)
ファミリー・サポート事業は、地
域で育児の手助けができる方(協力

会員)が育児の手助けが必要な方(利
用会員)を援助する活動です。利用
には、事前に登録が必要です[活動
内容]協力会員の自宅を利用しての
一時預かり、保育園・幼稚園への送
迎、その後の預かりなど[活動時間]
7：00〜22：00[謝礼金]活動時間・曜
日により1時間800円または1,000円

▢時 ①6／5(金)14：00〜15：30②6／20
(土)10：00〜11：30▢場 ①亀戸文化セ
ンター大研修室(亀戸2-19-1)②高齢
者総合福祉センター3階研修室(東陽
6-2-17)▢人 区内にお住まいで、生
後57日〜小学3年生のお子さんの保
護者①60人②15人(先着順)▢申 5／7
(木)9：00から電話でファミリー・サ
ポート・センター事務局へ(江東区
社会福祉協議会内)☎5683-1573、℻

5683-1570

深川東京モダン館
噺×話、圓橘の会
1．噺×話

▢時 5／26(火)14：00〜(開場13：30)

▢人 30人(申込順)▢費 1,500円(ドリ
ンク代込)▢内 おきがる講座と落語
会江東モダン亭のコラボ[出演]柳家
小志ん、龍澤潤
2．圓橘の会

▢時 5／30(土)15：00〜(開場14：30)

▢人 50人(申込順)▢費 予約2,500円、
当日2,800円▢内 圓朝作｢業平文治漂
流奇談｣その1[出演]三遊亭圓橘
※いずれも▢場 ▢申 5／8(金)から電話
で深川東京モダン館(門前仲町1-19-
15)☎5639-1776、℻5620-1632 ▢HP
http://www.fukagawatokyo.
com

難病医療相談室

▢時 5／15(金)13：30〜15：00▢場 江東
区医師会館(東陽5-31-18)▢人 難病
で治療中の方、病気の心配をされて

いる方とその家族(申込順)▢費 無料

▢内 専門医を中心とした医療相談

▢締 5／8(金)※定員になりしだい終
了▢申 江東区医師会事務局に電話ま
たはファクスで☎ 3649-1411、℻

3649-1631
障害等で歯科診療が受けにくい
方に｢かかりつけ歯科医｣を紹介
在宅で療養されている高齢の方や、
心身の障害のために通院が難しい方
等で通常の歯科診療が受けづらい方
が身近で適切な歯科診療が受けられ
るよう、江東区歯科医師会に相談窓
口を設置し｢かかりつけ歯科医｣を紹
介しています[受付時間]9：00〜12：
00、13：00〜17：00(土・日曜、祝日を
除く)▢申 電話で江東区歯科医師会
☎3649-0780、℻3649-1688

亀戸スポーツセンター
5／15(金)午前、小体育室(卓球)の

一般公開を中止。事業開催のため

▢問 亀戸スポーツセンター☎5609-
9571、℻5609-9574

今年も夏期の節電対策として、区
役所では｢チーム江東・環境配慮推
進計画｣に基づき空調の適正管理を
行います。5／1(金)〜10／31(土)の間、
室内温度は原則28℃、職員はノーネ
クタイ・ノー上着の軽装で執務を行

いますので、ご理解をお願いします。
ご家庭や職場でも空調の適正管理に
ご協力をお願いします▢問 温暖化対
策課環境調整係☎3647-6124、℻

5617-5737

6月の乳幼児食事教室

(申込順・5／7(木)からお住まいの地域を所管する保健相談所へ電話または窓口で)

23(火)
13：30〜

2(火)
①13：00〜 ②14：30〜

深川保健相談所 白河3-4-3-301
☎3641-1181 ℻3641-5557

25(木)
13：30〜

4(木)
①13：00〜 ②14：30〜

城東保健相談所 大島3-1-3
☎3637-6521 ℻3637-6651

1歳児食事教室
※離乳食完了〜幼児食へ
（▢人 1歳〜1歳6か月児と
保護者各15組）

離乳食教室
※2回食（▢人 6〜7か月児
と保護者各回20組）

会場・問い合わせ先

深川南部保健相談所 枝川1-8-15-102
☎5632-2291 ℻5632-2295

11(木)
13：30〜

4(木)
13：30〜

城東南部保健相談所 南砂4-3-10
☎5606-5001 ℻5606-5006

11(木)
14：00〜

18(木)
①13：00〜 ②14：30〜

江東区スポーツネット
7月のスポーツ施設(野球場・運動場・
テニス場)の利用申込

抽選受付期間 5／20(水)〜31(日)
抽選後の空き施設の申込 6／9(火)から受付
申込方法 利用者登録後、携帯電話、インター
ネット、または各スポーツセンターおよび区役
所1階にある利用者端末機で申込みます。なお、
下記の日程は施設の整備・区民体育大会等の開
催により利用申込はできませんのでご注意くだ
さい。

5・12・19・23

テニス

野球
・

ソフトボール

▢問 夢の島競技場内屋外スポーツ施設
事務所☎3522-0846、℻3522-0855

4・5・26
新砂

ソフトボール
・

サッカー等

荒川
砂町

日(7月分)

4

時間施設・面番号

5・6面

8〜14

全面

4

9〜18

全日

1・2面

サッカー

9〜18

8〜16

亀戸

12

夢の島

全面豊住
5

屋外スポーツ施設休場日

全日5
全面

全日

8〜185・12・19・23・24・26

5・12

全日5・12・19

6〜16

第一全面

8〜1824・26

12・19

種目

全日13・27

全日18
第二全面

平日(祝日は除く)東少年

8〜184・23・24

8〜16

8〜164・5・11・12・18・
19・23・2511・12面

全日

8〜165・12・19・23・24・263・4・9・10面

ケーブルテレビ加入についてのお問い合わせは、フリーダイヤル☎0120-44-3404 東京ベイネットワーク(株)まで。
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★KOTO LANDSCAPE総集編①

区内の美しい情景を堪能できる映像
を総集編でお届けします

5／3(日・祝)〜9(土)放送
すでに放送した分は、区ホームページ
｢江東ワイドスクエア｣からご覧いた
だけます
都合により、内容が変更となる場合があ
ります。あらかじめご了承ください。
番組に対するお問い合わせ、放送終了後
のDVD貸出は広報広聴課報道係へ
☎3647-8589、℻5634-7538

江東ワイドスクエア5月の放送予定 区の情報番組 江東ワイドスクエア ケーブルテレビ 11ch
9：00、12：00、15：00、19：00〜放送

毎週、以下の特集コーナーとともに、区内で行われたイベントや出来事を｢今週の話題(ニュース)｣としてお伝えします。

日曜 10：00〜10：20 イベントやまちの情報
月曜 19：00〜19：05 防災・安全一口メモ

水曜・木曜 19：00〜19：10 タイムリーな区政情報
ラジオこうとうラジオこうとう 88.5MHz(レインボータウンFM)、インターネ

ット(サイマル・リスラジ)でお聴きになれます

5／3(日・祝)〜9(土)

●安全安心のまち 特殊詐欺被害 いまだ後を絶たない特殊詐欺被害。詐欺
に引っかからないための対策をご紹介します

●KOTO LANDSCAPE総集編② 区内の美しい情景を堪能できる映像を総
集編でお届けします

●区政最前線〜区長記者会見〜 山﨑孝明江東区長が最新の区政を発信する
記者会見の模様をお伝えします

●都電の足跡 昭和40年代に区内から姿を消した都電。区内に残る都電の足
跡をたどります

5／24(日)〜30(土)

5／10(日)〜16(土)

●新たな江東区長期計画 新たに策定された｢長期計画｣。今後10年間の江東
区のまちづくりや区政運営の具体的指針について、ご紹介します

●オジさんぽ 総集編 ワンダラーズ土井よしおが区内を散策！これまでお
送りしてきた｢オジさんぽ｣を総集編でお届けします

5／17(日)〜23(土)

●江東かわら版 原則屋内禁煙 4月1日から屋内は原則禁煙。改めて喫煙の
可否について、手話付きでご紹介します

●こうとう橋図鑑 区内にかかる橋の特徴や魅力、周辺の風景などをご紹介
します

●KOTO LANDSCAPE総集編① ★
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こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ 
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00～
19：00）☎6868-4059へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！

世帯と人口
（令和2年4月1日現在） 前月比（±）

世　帯  273,339世帯 ＋ 2,221世帯
人　口  525,062人 ＋ 2,787人
住
民
基
本

台
帳
人
口

男  258,564人 ＋ 1,226人
女  266,498人 ＋ 1,561人

外
国
人

住
民
数

（
内
数
）

男  14,909人 － 14人
女  16,457人 － 12人

面　積 40.16km2 5　月

1 

〜
31
日

　自
転
車
安
全
利
用
T

 

O

 

K
Y
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
日

　民
生
・
児
童
委
員
の
日

20 

日

　J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験

　運動不足による筋力低下を防ぐため、自宅で簡単に取り組め
る、江東区オリジナルの介護予防体操「KOTO活き粋体操」をや
ってみませんか。区ホームページで動画を見ることもできます

（右記二次元コードからご覧になれます）。
問▢ 地域ケア推進課地域ケア係☎3647-4398、℻3647-3165

○体操の前後と⑧の後に、深呼吸を2回しましょう。
○体調が良くないときは無理をせず、痛みの増す動作は控えましょう。
○数をカウントしながら、声を出して行いましょう。
○ 体操に慣れてきたら　　　　の鍛えてる場所・伸ばしている場所を

意識しながら行いましょう。

橋の名前を
かけ声にしましょう。

（前へ）
「永代・清澄・扇橋」
（後ろへ）
「相生・千石・夢の島」
（前へ）
「天神・東陽・清洲橋」
（後ろへ）
「四之橋・五之橋・番所橋」

①足首運動

⑥立ち上がり

⑧つま先立ち運動

⑩東京ゲートブリッジランジ ⑪橋めぐりステップ

⑬深川お神輿スクワット⑫亀戸天神藤棚バランス

⑭富岡八幡宮お参りストレッチ

⑦脚広げ運動

⑨小名木川ローテーション

②脚の裏側ストレッチ運動 ③膝伸ばし運動 ④足踏み ⑤腹筋右2回
左2回

右前足4回
左前足4回

前4歩・後4歩
2往復

右2回・左2回
2往復

右2回
左2回

左右交互
4往復右2回左2回 右2回左2回

左右に2往復

左右に2往復

左右交互2往復

2礼・2拍手・1礼

2回

2回

4回

視線をあげて、
背中はのばす

4秒でつま先を
あげ、4秒でゆ
っくりおろす

ゆっくりと4秒であ
げてゆっくりと4秒
でおろす

背中は
まっすぐ

膝は正面に
むけて

おへそを
のぞきこ
む

腰を
丸める

手を前から上げなが
ら4秒で立ち上がる

手を横から下ろしながら
4秒かけて座る

両膝を
同時に開く

横から
やや後ろに

あげる

片足を踏み出し
つま先立ち

上半身だけを動かし
身体を左右に回す

足を開きながら
腕を斜めに伸ばす

つま先とかかとを
つける一本橋の上
を歩くつもりで足
幅を狭く

水平に開いた腕 
を上に伸ばしな 
がら4秒かけて 
片足を上げる

「わっしょい！」
と掛け声を
出しながら

腕を下から前に4秒か
けて伸ばしながらお
辞儀し4秒かけて戻す

4秒で
下げ、
4秒で
上げる

1秒で
上げ
1秒で
下げる

4秒で上げ
4秒で下げる

2秒で上げ
2秒で下げる

1、2でふみ出し、
3、4で元に戻る

4秒かけて下げる 1、2のリズムで
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